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画
際
協
力
体
廉
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
垂
加

本
校
で
は
､
国
際
交
流
活
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
動
き
が
出
て
き

て
い
る
｡
今
回
は
､
そ
の
動
き
の
特
集
を
組
ん
で
み
た
｡

8
月
7
日
に
フ
ィ
ー

ル
旭
川
7
階
に
て
､
中

高
生
国
際
協
力
体
鹸
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
｢
体
験
し

よ
う
!
考
え
よ
う
!
開

発
途
上
国
と
先
進
国
～

そ
の
仕
組
み
と
課
題
～
｣

肇
7
-
マ
と
し
て
行
わ

れ
た
｡内

容
は
J
I
C
A
の

活
動
に
つ
い
て
の
説
明
､

貿
易
ゲ
ー
ム
､
青
年
海

外
協
力
隊
の
体
験
談
を

聞
く
と
い
う
も
の
だ
｡

J
I
C
A
と
は
､
開

発
途
上
国
･
地
域
に
対

す
る
協
力
を
目
的
と
し

て
い
る
独
立
行
政
法
人

で
経
済
や
技
術
協
力
'

青
年
海
外
協
力
隊
の
派

遣
な
ど
幅
広
い
活
動
を

を
行
っ
て
い
る
機
関
で

あ
る
｡
貿
易
ゲ
ー
ム
は
､

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
､

指
定
さ
れ
た
道
具
の
ハ

サ
ミ
､
コ
ン
パ
ス
な
ど

を
使
っ
て
製
品
を
作
り
､

ど
れ
だ
け
お
金
を
稼
ぐ

か
を
競
う
も
の
で
､
世

界
の
経
済
格
差
に
つ
い

て
体
験
す
る
も
の
で
あ

る
｡
青
年
海
外
協
力
隊

体
験
談
で
は
､
ア
フ
リ

カ
の
マ
ウ
ラ
イ
共
和
国

の
生
活
や
文
化
'
協
力

隊
の
活
動
に
つ
い
て
､

日
本
で
は
想
像
で
き
な

い
ト
イ
レ
や
食
べ
物
な

ど
､
異
文
化
な
ら
で
は

の
苦
労
を
乗
り
準
え
た

話
を
し
て
く
れ
た
と
い

う
｡

参
加
し
た
､
本
校
の

国
際
ク
ラ
ブ
の
部
員
で

あ
る
3
名
に
話
を
聞
い

た
o
質
問
は
以
下
の
通

り
｡①

貿
易
ゲ
ー
ム
を
体
験

し
た
感
想
や
思
っ
た
こ

と
｡②

元
青
年
海
外
協
力
隊

の
話
を
聞
い
た
感
想
に

つ
い
て
｡

③
参
加
し
て
､
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
考
え

に
な
っ
た
か
｡

･
水
口
陸
さ
ん(

⊥
の
4
)

①
自
分
の
グ
ル
ー
プ
に

は
全
て
の
道
具
が
あ
り
､

苦
労
が
無
く
て
楽
し
か
っ

た
｡②

白
分
は
､
ア
フ
リ
カ

と
か
興
味
が
無
か
っ
た

け
ど
(
食
事
な
ど
暮
ら

し
方
と
か
日
本
と
別
で

ア
フ
リ
カ
に
興
味
が
わ

い
た
｡

③
そ
こ
の
地
域
の
暮
ら

し
方
が
違
う
か
ら
色
ん

な
国
の
暮
ら
し
を
知
り

た
い
と
思
っ
た
｡

･
松
浦
朱
里
さ
ん(

工
の
4
)

①
貿
易
が
分
か
っ
た
｡

ゲ
ー
ム
で
は
､
う
ま
く

い
か
な
い
は
ず
の
途
上

国
グ
ル
ー
プ
で
資
源
が

少
な
か
っ
た
け
ど
､
2

位
ま
で
い
け
ま
し
た
｡

国
同
士
の
協
力
で
変
わ

る
事
が
あ
る
と
分
か
り

ま
し
た
｡

②
結
構
前
か
ら
青
年
海

外
協
力
隊
に
は
興
味
が

あ
り
､
現
地
で
は
無
償

で
子
ど
も
達
の
た
め
に

働
く
の
は
凄
い
と
思
っ

た
｡

③
世
界
の
一
面
で
恵
ま

れ
て
い
な
い
子
､
貧
し

い
子
が
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
｡

･
島
尻
夏
希
さ
んT

の
7
)

①
世
界
に
は
発
展
途
上

国
と
先
進
国
に
よ
っ
て

な
い
も
の
が
あ
っ
て
不

平
等
だ
と
感
じ
た
｡

②
現
地
で
暮
ら
す
と
き

文
化
の
違
い
を
克
般
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
た
0
.
日
本
の
よ
う

に
ご
飯
は
お
い
し
く
な

く
て
'
羽
ア
リ
と
か
カ

メ
ム
シ
､
ネ
ズ
ミ
を
食

べ
て
い
る
の
は
す
ご
い

と
思
っ
た
｡

③
発
展
途
上
国
と
先
進

国
の
違
い
を
実
感
し
た
｡

日
本
に
生
ま
れ
た
こ
と

を
改
め
て
恵
ま
れ
て
い

る
と
分
か
っ
た
｡

(
ュ
年
高
島
)

活
躍
す
る
文
化
系
部
活
動

《書道部》
8
月
3
 
1
日
～
9
月
⊥

日

平
成
2
9
年
度
高
文
連

上
川
支
部
書
道
展
･
研

究
大
会
(
富
良
野
市
)

【特選】
久
保
田
華
歩
(
3
の
2
)

多
田
　
理
菜
(
3
の
2
)

花
本
　
法
子
(
3
の
2
)

原
　
百
伽
(
3
の
3
)

堀
江
　
月
(
3
の
3
)

清
野
　
千
咲
(
2
の
2
)

加
藤
　
愛
唯
(
2
の
6
)

今
井
も
も
か
(
工
の
⊥
)

【秀作】

河
端
　
真
由
(
2
の
3
)

中
山
　
愛
海
(
工
の
2
)

奥
山
　
陽
向
(
工
の
7
)

【佳作】

松
田
　
留
奈
(
工
の
⊥
)

笹
谷
季
緒
里
(
工
の
4
)

《写音読》
9
月
8
日

平
成
2
9
年
度
高
文
連

上
川
支
部
写
真
展
･
研

究
大
会
(
東
川
町
)

【
最
優
秀
賞
】

山
形
優
真
(
工
の
3
)

【銅賞】

大
洋
賢
恭
(
2
の
3
)

【人達】

西
村
　
浮
(
2
の
4
)

山
崎
う
ら
ら
(
2
の
3
)

高
橋
実
羽
(
工
の
3
)

【奨励賞】

海
外
校
と
の
交
読
　
　
∴
∴
∴

の
と
こ
ろ
ま
だ
通
信
項
境
が
し
っ

今
回
､
U
1
1
8
未
来
フ
ォ
ー
英
語
-
と
英
語
表
現
-
の
授
業
か
り
と
整
っ
て
い
な
い
た
め
本

ラ
ム
事
業
を
生
徒
に
よ
り
広
く
に
て
､
海
外
協
力
校
と
の
2
ケ
格
的
な
実
施
に
は
至
っ
て
い
な

知
っ
て
も
ら
う
た
め
､
岸
田
先
月
に
⊥
回
程
度
の
英
語
に
よ
る
い
が
'
2
年
次
の
数
ク
ラ
ス
が

生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
｡
異
文
化
交
流
を
行
う
0
2
年
次
ビ
デ
オ
会
議
を
し
た
と
こ
ろ
､

北
海
道
内
で
始
ま
っ
た
U
I
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
協
力
校
と
の
余
話
を
生
徒
は
楽

1
 
8
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
｡
こ

の
事
業
は
､
英
語
で
の
異
文
化
　
紛

交
流
を
行
い
'
対
話
な
ど
か
ら

異
な
る
文
化
'
生
活
習
慣
を
理

解
し
､
人
々
と
協
調
し
て
生
き

し
め
た
と
の
こ
と
だ
｡
ビ
デ
オ

会
議
で
は
､
3
0
名
で
5
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
､
本
校
の
生
徒
は

英
語
で
'
協
力
校
の
生
徒
は
日

本
語
で
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介
を

て
い
く
態
度
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
-
Ⅲ
の
授
業
に
て
'
海
外

力
校
し
た
｡
岸
田
先
生
は
最
後
に

シ
ョ
ン
能
力
の
醸
成
､
生
徒
の
と
2
ケ
月
に
⊥
回
程
度
対
話
や
　
｢
今
は
ス
マ
ホ
の
翻
訳
機
能
を

英
語
へ
の
興
味
や
関
心
を
向
上
討
論
の
言
語
活
動
の
実
施
を
予
使
っ
て
相
手
と
コ
(
,
(
三
妄
-

さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
定
し
て
い
る
｡
ま
た
'
協
力
校
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
が
､
や
は
り

て
始
ま
っ
た
｡
本
校
で
は
'
ュ
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ネ
ル
相
手
と
話
す
こ
と
も
重
要
｣
と

年
次
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
私
立
の
語
っ
て
く
れ
た
｡
(
⊥
年
高
島
)

天
野
思
歩
(
2
の
⊥
)

《吹奏薬局》

8
月
3
 
1
日
(
札
幌
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
耳
1
1

a
f
a
)

第
6
2
回
北
海
道
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
等
学

校
A
編
成
の
部

金
賞義

義
挙
望

9
月
1
 
6
日
の
6
校
時

に
平
成
2
9
年
度
生
徒
会

執
行
部
役
員
達
挙
が
行

わ
れ
､
立
候
補
者
全
員

が
信
任
さ
れ
た
｡
新
執

行
部
は
次
の
通
り
｡

会
　
長
　
関
根
　
唯

(
2
の
⊥
)

副
会
長
　
福
島
幸
太
郎

(
2
の
⊥
)

副
会
長
　
今
井
も
も
か

(
工
の
⊥
)

書
　
記
　
石
井
は
る
か

(
工
の
⊥
)

書
　
記
　
小
港
歩
果

(
工
の
⊥
)

書
　
記
　
島
野
珠
希

(
工
の
⊥
)

書
　
記
　
伊
藤
彪
磨

(
工
の
⊥
)

会
　
計
　
塩
ノ
入
愛
唯

(
工
の
4
)

会
　
計
　
中
野
実
咲

(
⊥
の
5
)

会
　
計
　
島
尻
夏
希

(
工
の
7
)

文
化
常
任
委
員
長

天
野
思
歩
(
2
の
⊥
)

生
活
常
任
委
員
長

大
野
胎
平
(
2
の
⊥
)

体
育
常
任
委
員
長

蓮
沼
柏
葉
(
2
の
6
)

欠
員
だ
っ
た
保
健
常

任
委
員
長
は
9
月
2
1
日

の
投
票
で
山
本
さ
く
ら

さ
ん
(
2
の
6
)
が
信

任
さ
れ
た
｡

宍
ス
毒
篭
勝

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
部
は
9
月
1
6
日
～
1
7

日
に
行
わ
れ
た
北
海
道

高
等
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
旭

川
地
区
予
選
で
優
勝
し

た
｡
ま
た
､
最
優
秀
選

手
に
大
高
琉
聖
さ
ん

(
3
の
⊥
)
が
選
ば
れ

た
｡
弓
道
部
は
9
月
1
7

日
～
1
8
日
に
行
わ
れ
た

北
海
道
高
等
学
校
弓
道

選
抜
大
会
支
部
大
会
で

男
女
共
に
優
勝
し
た
｡

ま
た
､
個
人
で
も
男
子

で
丸
田
凌
さ
ん
(
2
の

5
)
と
土
田
陵
資
さ
ん

(
2
の
3
)
が
同
率
優

勝
｡
5
位
に
平
野
希
竜

さ
ん
(
2
の
7
)
｡
女

子
で
は
3
位
に
野
沢
凪

紗
さ
ん
(
工
の
6
)
'

4
位
に
熊
谷
梨
沙
さ
ん

(
2
の
6
)
'
5
位
に

石
川
桃
羽
さ
ん
(
2
の

2
)
が
入
賞
し
男
女
6

名
が
全
道
大
会
に
進
出
｡


